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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

直近の業績動向等を踏まえ、平成 26 年４月 30 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お知ら

せいたします。 

 

記 

１．業績予想数値の修正 

 

平成27年３月期第２四半期 連結累計期間の連結業績予想数値の修正（平成26年４月１日～平成26年９月30日） 

  

売上高 

(百万円) 

営業利益

(百万円) 

経常利益

(百万円) 

四半期 

純利益 

(百万円) 

１株当たり 

四半期純利益 

(円．銭) 

前回発表予想（Ａ)   24,000 1,700 1,750 1,050 24.28 円 

今回修正予想（Ｂ)  25,000 2,200 2,300 1,450 33.53 円 

増減額（Ｂ-Ａ) 1,000 500 550 400 - 

増減率 4.2% 29.4% 31.4% 38.1% - 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成26 年３月期第２四半期） 

21,213 1,228 1,321 1,300 30.08 円 

 

平成27 年3 月期通期 連結業績予想数値の修正（平成26 年４月１日～平成27 年３月31 日） 

  

売上高 

(百万円) 

営業利益

(百万円) 

経常利益

(百万円) 

当期純利益 

(百万円) 

１株当たり 

当期純利益 

(円．銭) 

前回発表予想（Ａ)   47,500 3,100 3,300 2,000 46.25 円 

今回修正予想（Ｂ)  48,500 3,650 3,850 2,400 55.49 円 

増減額（Ｂ-Ａ) 1,000 550 550 400 - 

増減率 2.1% 17.7% 16.6% 20.0% - 

（ご参考）前期実績 

（平成26 年３月期） 

43,581 2,865 3,044 2,383 55.11 円 

 

 



 

２．業績予想の修正の理由 

 

当連結会計期間は、世界経済全体が緩やかではありますが成長を続けており、わが国経済も消費税増税による駆

け込み需要による反動も見られましたが、政府の経済政策や日銀の金融政策により企業業績も回復基調にあります。

当社を取り巻く事業環境につきましても、港湾事業においては京浜港での荷動きが順調に回復し、緩やかながら当社

取扱量は増加傾向にあり、プラント・物流事業においても電力関連工事を中心とした新規受注、当社の得意とする重

量物輸送の大型案件の受注、シンガポールでの既存案件の追加工事の受注等があり、本年４月30日に公表いたしま

した第２四半期の業績予想を上回ることが見込まれるため、第２四半期および通期の業績予想を上記の通り修正い

たします。 

 

（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものですので、今後の状況によ

っては実際の業績が変動する可能性があります。 

 

 

以 上 


